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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入され、光学的な被写体画像を取得可能であるとともに、超音波を送受信
可能な挿入部を備えた超音波内視鏡であって、
　前記超音波を前記挿入部の長手方向と垂直な方向に照射して、該長手方向と平行な軸の
周方向に走査する超音波振動子と、
　前記挿入部の長手方向の先端に設けられ、該長手方向の先端より前方視野からの観察光
が入射する前方視野光学部と、
　前記挿入部の長手方向の先端側に設けられ、該長手方向と垂直な方向の視野であって、
前記超音波振動子の走査面の一部を視野に含む側方視野からの観察光が入射する側方視野
光学部と、
　を備えることを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記側方視野光学部の視野は、前記超音波振動子から照射される前記超音波の焦点位置
を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項３】
　前記前方視野光学部と前記側方視野光学部とは、一つの光学系により構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項４】
　前記側方視野光学部は、前記前方視野光学部よりも前記長手方向の基端側に位置する
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記超音波振動子の先端に連なり、前記側方視野光学部を保持する基部、
　をさらに備え、
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　前記側方視野光学部は、前記長手方向と平行な軸のまわりの全周にわたる視野を有し、
　前記基部の前記長手方向の先端には、前記長手方向に対して傾斜する傾斜面が形成され
ている
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項６】
　前記超音波振動子は、外表面において、前記長手方向の中央部が、該長手方向の両端部
と比して前記長手方向と垂直な方向に突出している、または凹んでいる
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項７】
　前記超音波振動子の前記長手方向の先端側に設けられ、超音波媒体を充填可能なバルー
ンの一端が取り付けられる溝形状をなす第１係止部を有する第１構成部材と、
　前記超音波振動子の前記長手方向の基端側に設けられ、前記バルーンの他端が取り付け
られる溝形状をなす第２係止部を有する第２構成部材と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項８】
　前記超音波振動子の前記長手方向の先端側に設けられ、一部が前記超音波振動子の内部
に挿通されており、前記前方視野光学部を保持する構成部材、
　をさらに備え、
　前記構成部材は、絶縁性の材料により形成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項９】
　前記超音波振動子の前記長手方向の先端側に設けられ、前記前方視野光学部を保持する
構成部材、
　をさらに備え、
　前記前方視野光学部と前記構成部材とは、前記長手方向と平行な軸のまわりの周方向の
位置が位置決めされている
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項１０】
　前記第１構成部材よりも先端側に設けられ、前記前方視野光学部を保持する第３構成部
材、
　をさらに備え、
　前記第１構成部材と前記第３構成部材とは、前記超音波振動子に対して位置決めされて
いる
　ことを特徴とする請求項７に記載の超音波内視鏡。
【請求項１１】
　前記第２係止部よりも基端側に設けられ、照明光を出射する光源部、
　をさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の超音波内視鏡。
【請求項１２】
　請求項１に記載の超音波内視鏡と、
　前記前方視野光学部および前記側方視野光学部に入射した観察光に基づく内視鏡画像を
生成する内視鏡観察装置と、
　前記超音波振動子が受信した超音波に基づく超音波画像を生成する超音波観測装置と、
　を備えることを特徴とする超音波内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記内視鏡画像および前記超音波画像を表示可能な表示装置、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項１４】
　前記内視鏡観察装置は、前記側方視野光学部による画像の一部を非表示とした前記内視
鏡画像を生成する
　ことを特徴とする請求項１２に記載の超音波内視鏡システム。
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【請求項１５】
　前記超音波振動子は、前記内視鏡画像に応じた走査面を走査する
　ことを特徴とする請求項１４に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項１６】
　前記内視鏡観察装置は、前記超音波観測装置による前記超音波画像の回転に応じて前記
内視鏡画像を回転させる
　ことを特徴とする請求項１２に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項１７】
　前記超音波観測装置は、前記内視鏡画像の選択位置に応じて前記超音波画像を回転させ
る
　ことを特徴とする請求項１２に記載の超音波内視鏡システム。
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摘要(译)

根据本发明的超声内窥镜是被插入到对象中并且能够获取光学对象图像
的超声内窥镜，并且包括能够发送和接收超声波的插入单元， 在与插入
部的长边方向垂直的方向上照射超声波，并在与长度方向平行的轴的周
向上扫描的超声波换能器和在插入部的长边方向上的前端设置的超声波
换能器。 从正视图的观察端从正视图的顶端进入的正视图光学部分，以
及在插入部的长度方向的顶端侧设置的与长度方向垂直的方向上的视
图， 并且，包括从侧面观察的观察光的侧面光学部。
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